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食事提供状況 

• 入院患者数（H25.1.15現在）      83名 

• 1日平均食事提供数（H25.1.15現在） 78食 

• 提供食種 

  ・常食 

  ・摂食機能に応じた食種（ペースト食等）  

  ・アレルギー対応食 

  ・離乳食，ミルク 

  ・その他個別対応食等 

    → 整形，小児に特化した食種 

   

 



センター入院児年齢構成（H25.1.15現在） 
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センター入院児入院期間（H25.1.15現在） 

12%

17%

24%

47%

1か月未満

3か月未満

6か月未満

6か月以上



センター入院児年齢区分別入院期間  
（H25.1.15現在） 
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センターでの食に関する課題 

  

 

• 好き嫌い（偏食） 
  嗜好によるもの，障害によるもの 
 
• 家庭での食事や取り組みに差がある   など 

• 入院児の食に関する課題を保護者に十分伝えら
れておらず，課題を共有できていない 

• 食に関する課題を，職員間でも十分共有できてい
ない 



食事療養部における従来の取り組み 

• 昼食，おやつ時病棟巡回 

• 集団栄養教育 

• 個別栄養指導 

 入院児に対して 
啓発する機会 

保護者に対して 
啓発する機会 

集団 個別 

個別 

食に関して何らかの 
課題が明らかな場合 

が多かった 



保護者との関わりが希薄だった 

• 保護者は週末外泊開始時来院，外泊終了時帰院 

• 来院，帰院はバラバラ。 

• 県内だけでなく，東北一円からの入院＝多忙 

• 個別ケース（食に関して何らかの課題がある等明らか
な場合）へのアプローチはしやすいが，予防的な内容で
啓発する機会を得ることは難しい。 

食 事 
療養部 他部門 保護者 



今年度の取り組みの方向性① 

• 入所児への食に関する働きかけを強化 

• 新たに保護者への働きかけを行う 

食 事 
療養部 

他部門 

保護者 入所児 
課題の共有 



今年度の取り組みの方向性② 

• 乳幼児期（0～5歳） 

 食習慣の基礎づくり 

• 学童期（6～12歳） 

 望ましい食習慣の定着 

• 思春期（13～18歳） 

 自立に向けた食生活の基礎づくり 

 ジュニア期 

入院期間が長期 

継続的な啓発が
可能 

重
点
対
象 

当センター入所者は，ほぼジュニア期に該当 

第2期宮城県食育推進プラン（H23.7～） 



【 今年度の取り組み 】 

• 「食事療養年間計画」により啓発テーマを事前に
設定 

  →他部門と連携した食育を実施 

• 年間計画のテーマに沿った食育通信2種（入院
児対象，保護者対象）を定期発行  

• 重点対象である乳幼児（0～5歳）を中心として，
学童期，思春期に対してもテーマに沿った栄養
教育を実施。 

 ※乳幼児対象の栄養教育内容については， 

   実施後保護者に通信増刊号としてお知らせ 

積極的な情報発信 

新 

新 



食事療養年間計画（一部抜粋） 

月 テーマ 

定期的な栄養・食
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食育通信（2種）の発行 入院児向け 新 



保護者向け 

☆宮城県食育推進プランでは
「1日当たりの野菜摂取量の増
加」を推進しています☆ 

食育通信（2種）の発行 新 



実施しての変化 

• 入院児が食について頑張っていること（残さ
ず食べたよ・野菜食べたよ等）を，管理栄養
士や調理師に積極的に伝えてくるようになっ
た。 

• 保護者からの料理レシピ問い合わせや保護
者会会報への原稿依頼（食育について）等，
「食への関心向上」がみられた。 

• 課題・情報共有を図ることで，他部門との連
携がスムーズになった。 



今年度取り組みの評価 

◇食育通信・食事に関するアンケート 

【 目 的 】  食育通信の評価及び食に関しての家庭で  

          の取り組み状況把握 

【 対 象 】  入院児の保護者 

【実施期間】  平成24年12月21日（金）から25日（火） 

【 方 法 】  配布：週末外泊時及び面会時，病棟を通じ 

              て配布 

          回収：病棟毎に回収箱を設置し回収 

【 回 収 率  】  46.4％（配布数63枚，回収数29枚） 



食育通信を読んだことがあるか 

  

 

H24食育通信・食事に関するアンケート結果より 
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食育通信の内容について 

  

 

H24食育通信・食事に関するアンケート結果より 
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食育通信を通して，家族で食や栄養につ
いて話す機会はあるか（複数回答） 

  

 

H24食育通信・食事に関するアンケート結果より 
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家庭における子が嫌いな食べ物への対応について
(複数回答） 

H24食育通信・食事に関するアンケート結果より 
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H24食育通信・食事に関するアンケート結果より 

野菜の大切さ 

食育通信を通じて子に伝えてほしいこと 

食の必要性 
食べる事の 
大切さ 

ジュースの 
砂糖の量 

保護者の考える「子の食事に関しての課題」 

食育通信で取り上げてほしい話題 

地場産品 
伝統料理 

野菜を食べやす
くする方法 

嫌いな食べ物に対しての 
工夫の仕方，調理方法等 

子どもに 
人気のレシピ 

好き嫌い 食事時のマナー 



今後に向けて 

保護者の考える「子の食に関しての課題」を共有し，
センター全体として取り組んでいく必要がある 

継続的な情報発信による保護者との双方向コ
ミュニケーション推進 

調理担当者が入院児と直接関わる機会を持つ
等，新たなアプローチでの食の関心の向上 


